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いいだ市議会だより　　　第３回定例会のあらまし ②

平
成
27
年
度
決
算
、平
成
28
年
度
飯
田
市
一般
会
計
補
正
予
算

             

（
第
３
号
）案
な
ど
40
議
案
を
可
決
、同
意
、認
定

　

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

本
会
議
で
の
討
論

平成28.10. 24
　

第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
26
日
ま

で
、
28
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
案
な
ど
、
市
長
か
ら
40
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
４
件
は
報
告
で
、
７
件
の
人
事
案

件
に
つ
い
て
は
本
会
議
で
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

の
14
件
の
決
算
認
定
案
件
を
含
む
27
件
の
市
長
提
出
議

案
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
行

っ
た
後
、
本
会
議
に
諮
り
、
決
算
に
つ
い
て
は
認
定

し
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

 

市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
に
は
、
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
会
議
案
に
つ
い
て
、
条
例
案
１
件
、
意
見
書
提

出
に
係
る
議
案
６
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
請
願
５
件
、
陳
情
１
件
の
審
議
を
行
い
、
委

員
会
審
査
の
と
お
り
採
択
し
ま
し
た
。

 

一
般
質
問
で
は
19
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
る

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
４
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

報
告
案
件
、
人
事
案
件
以
外
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

は
、
総
務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
け
る
質
疑
等
の
内
容
は
、
６
ペ
ー
ジ
か

ら
の
各
常
任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

 

次
の
２
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る

と
し
た
、
総
務
委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、
本
会
議

で
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

 

起
立
採
決
の
結
果
、
総
務
委
員
会
の
報
告
ど
お
り
、

賛
成
多
数
で
２
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
89
号　

平
成
28
年
度　
飯
田
市
一
般
会
計　
補
正

　

予
算（
第
３
号
）案

議
案
第
93
号　

平
成
27
年
度　
飯
田
市
一
般
会
計　
歳
入

　

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
全
国
で
情
報
漏
れ
な
ど
シ

ス
テ
ム
障
害
が
発
生
し
、
飯
田
市
で
も
危
険
性
が
あ

る
。
補
正
予
算
案
に
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
が
あ
る

が
、
こ
の
制
度
は
本
来
国
の
制
度
で
あ
り
、
市
町
村
に

そ
の
負
担
を
押
し
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
反

対
。
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
計
画
は
、
乗
降
客
数
６
千
８

百
人
と
い
う
無
謀
な
想
定
の
上
で
、
6.5
　

ｈａ
の
駅
周
辺

整
備
の
広
さ
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
リ
ニ
ア

積
立
金
は
、
16
億
円
に
達
し
て
い
る
。
災
害
復
旧
費
の

不
用
額
は
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
の
た
め
に
使
う
べ
き

で
あ
る
。
数
々
の
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
、
リ
ニ
ア
駅
周

辺
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
反
対
。

議
会
議
案
第
２
号　

飯
田
産
の
地
酒
及
び
果
実
飲
料
で

乾
杯
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
条
例
の
概
要

は
、
12
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

議
員
提
出
に
よ
る
条
例
制
定
を
目
的
に
設
置
し
た
議

会
議
案
検
討
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
市
民
意
見
募
集

な
ど
を
経
て
、「
飯
田
産
の
地
酒
及
び
果
実
飲
料
で
乾

杯
す
る
条
例
」（
案
）が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
決

し
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
３
号　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

総
務
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択
し
た
請
願
第
３
号
に

基
づ
き
、
総
務
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
会

一
致
で
議
決
し
、
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

第３回
定例会
第３回
定例会

反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

議
会
議
案
の
提
出



いいだ市議会だより　　　定例会のあらまし他③ Nｏ.201

同
意
し
た
人
事
（
敬
称
略
）

平成27年度飯田市各会計の決算を認定

45,991,362

11,791,341

4,017

1,259,006

10,725,947

14,763

81,970

22,736

138,977

4,221,593

712,939

130,351

13,079,031

12,060,745

1,018,286

2,460,430

2,217,839

242,591

44,643,101

90,634,463

44,804,030

11,289,077

4,015

1,241,246

10,659,162

14,603

66,676

21,900

134,201

3,974,853

658,118

123,881

13,804,091

11,860,490

1,943,601

2,940,334

2,017,373

922,961

44,932,157

89,736,187

1,187,332

502,264

2

17,760

66,785

160

15,294

836

4,776

246,740

54,821

6,470

▲ 725,060

200,255

▲ 925,315

▲ 479,904

200,466

▲ 680,370

▲ 289,056

898,276

議
会
議
案
第
４
号　

奨
学
金
制
度
の
充
実
等
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議
会
議
案
第
５
号　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議
会
議
案
第
６
号　

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級

の
推
進
及
び
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

議
会
議
案
第
７
号　

複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
及

び
教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

　

以
上
の
４
件
に
つ
い
て
は
、
社
会
文
教
委
員
会
で
審

査
し
、
採
択
し
た
請
願
第
４
号
、
５
号
、
６
号
及
び
７

号
に
基
づ
き
、
社
会
文
教
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
全
会
一
致
で
議
決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に

提
出
し
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
８
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
徹

底
と
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
実
現
に
向
け
た
農
業

政
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

産
業
建
設
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択
し
た
陳
情
第
３

号
に
基
づ
き
、
産
業
建
設
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
全
会
一
致
で
議
決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に

提
出
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員　

　
　
　

塩
澤　
初
美
、
沢
栁　
德
次
、
川
島　
一
慶

○
南
部
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

本
島　
清
、
小
木
曽　
啓
治
、
橋
爪　
治

○
中
央
財
産
区
管
理
委
員
　

　
　
　
大
田
中　
峰
雄

○
羽
場
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

丹
羽　
邦
勝
、
西
尾　
保
夫
、
福
島　
捷
吉

　
　
　

栗
林　
一
彦

○
野
底
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

長
沼　
正
剛
、
石
原　
和
雄
、
向
山　
昭
雄

　
　
　

久
米　
義
輝
、
半
﨑　
正
利
、
小
林　
和
博

○
東
野
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

菅
沼　
雅
治
、
下
平　
勤
司

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　

小
澤　
由
美
子　市の会計には、基本的な行政運営の経費を経理する一般会計と、特定

の行政サービスを提供するための経費を経理する特別会計とがありま
す。特別会計には国民健康保険、介護保険、下水道、水道、病院など14
の会計があります。
　平成27年度の決算において、一般会計と特別会計を合わせた歳入の合
計は、906億3,446万円余、歳出の合計は897億3,618万円余となり、差引
き８億9,827万円余の黒字となりました。
　第３回定例会において、各常任委員会での審査を経て決算を認定しま
した。

会　　計　　名

 

歳入決算 歳出決算 差　　引

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

墓 地 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介護老人保健施設事業特別会計

ケーブルテレビ放送事業特別会計

病 院 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

特 別 会 計 の 計

合　　　　　計

事 業 勘 定

直 診 勘 定

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

(単位：千円）



いいだ市議会だより　　　第３回定例会　一般質問　ダイジェスト ④平成28.10. 24

　
一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や
将

来
的
な
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
第
３
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
） 

　
　
　※

■
は
、他
の
質
問
項
目

新
井　

信
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
７
月
の
参
議
院
選
挙
の
投
票
結
果
か
ら
、
今

　
　

後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　

投
票
に
行
く
と
い
う
行
為
だ
け
で
な
く
、
投

　
　

票
が
政
治
や
地
域
を
変
え
て
行
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
い
う
意
識
や
選
挙
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
維
持
し
、
次
世
代
の
投
票
率
向
上
に
つ
な
が
る

啓
発
事
業
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。
不
在
者

投
票
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
高
校
生
へ
の
啓

発
活
動
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
て
今

後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

■
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
等
）の
現
状

■
「
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
６
」
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ　

ほ
か

　

竹
村　

圭
史　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

屋
外
広
告
物
の
禁
止
又
は
許
可
地
域
で
あ
っ

　
　

て
も
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
指

定
避
難
所
等
へ
の
誘
導
の
た
め
の
電
柱
看
板
を
設

置
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

電
柱
へ
の
案
内
表
示
に
つ
い
て
、
指
定
避
難

　
　

所
等
へ
の
誘
導
案
内
と
い
う
公
益
上
必
要
性

の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
屋
外
広
告
物
禁
止
地

域
に
お
い
て
も
、
民
間
の
力
を
活
用
し
案
内
板
と

し
て
設
置
で
き
る
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
く
。
避

難
所
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
周
知
方
法
を
含
め
協
議
し
、
適

切
に
対
処
し
て
い
く
。

　

木
下　

德
康　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

誰
が
ど
こ
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
も
、安
心
し

　
　

て
今
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
た
診
療
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
目
指
す
よ
う
働
き
か
け
は
で
き
な
い
か
。

　
　

運
営
費
用
、
運
営
体
制
、
介
護
現
場
で
の
運

　
　

用
等
新
し
い
活
用
ル
ー
ル
、
効
果
の
検
証
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
南
信
州
広
域
連

合
が
事
務
局
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
具
体

的
に
は
、
南
信
州
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
協

議
会
の
中
に
飯
田
下
伊
那
診
療
情
報
連
携
シ
ス
テ

ム
運
営
小
委
員
会
を
設
け
、
医
師
会
と
も
連
携
し

て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

■
福
祉
医
療
費
重
複
支
給
分
返
金
に
つ
い
て

■
多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て

湯
澤　

啓
次　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

飯
田
市
は
全
国
的
に
も
極
め
て
希
な
生
物
多

　
　

様
性
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
そ
の
特
性
を

生
か
す
「
環
境
文
化
都
市
」
飯
田
の
環
境
政
策
は
。

　
　

生
物
多
様
性
保
全
は
、
生
態
系
の
保
全
と
持

　
　

続
可
能
な
利
活
用
の
調
和
を
目
的
に
、
自
然

と
人
間
社
会
の
共
生
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

次
期
い
い
だ
環
境
プ
ラ
ン
に
は
、引
き
続
き
、政
策

の
一
つ
に
生
物
多
様
性
の
保
全
を
掲
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
次
期
プ
ラ
ン
で
は
、
森
や
里
山
里
地

を
資
源
と
捉
え
た
利
活
用
や
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
保
全
と
共
生
す
る
地

域
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
体
系
化

し
た
な
か
で
、
具
現
化
し
た
戦
略
を
立
て
て
い
く
。

■
次
世
代
に
繋
げ
る
森
林
政
策
に
つ
い
て

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
所
有
者
か
ら

解
体
へ
の
問
い
合
せ
も
増
え
、
解
体
費
用
補
助
の

要
望
も
あ
る
。
当
市
の
空
き
家
対
策
は
、
活
用
に

向
け
た
補
助
制
度
中
心
の
体
系
に
な
っ
て
い
る
が
、

高
崎
市
の
事
例
か
ら
解
体
の
き
っ
か
け
に
な
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
解
体
補
助
に
つ
い
て
も
研
究
課

題
と
さ
せ
て
も
ら
い
、
今
後
の
状
況
に
よ
り
検
討

を
行
っ
て
み
た
い
。
管
理
費
用
の
補
助
も
解
体
費

用
同
様
に
考
え
て
い
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

清
水　

可
晴　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

若
者
の
地
元
定
着
効
果
を
よ
り
高
め
る
奨
学

　
　

金
制
度
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

平
成
19
年
度
か
ら
、
償
還
金
免
除
制
度
（
３

　
　

分
の
１
以
内
、
上
限
年
６
万
円
）
を
導
入
し

た
が
、
こ
れ
は
償
還
期
間
内
に
当
地
域
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
人
に
対
し
て
償
還
金
を
免
除
す
る
制
度
で

あ
る
。
利
用
希
望
者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
人
材
の
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
確
立
す
る
た
め

に
、
さ
ら
な
る
拡
充
と
財
源
等
の
確
保
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

古
川　

仁　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

「
信
州
子
ど
も
食
堂
in
飯
田
」
の
取
り
組
み

　
　

を
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
市
が
積
極
的

に
取
り
組
む
考
え
は
。

　
　

仕
組
み
や
、
現
場
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行

　
　

わ
れ
て
い
る
か
は
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
対
象
の
子
ど
も
世
帯
に
ど
う
伝
え
て
、
人
数

を
集
め
た
ら
良
い
か
相
談
も
受
け
て
い
る
。
自
発

的
な
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
依
頼
が
あ

れ
ば
、
チ
ラ
シ
を
置
く
、
関
係
機
関
へ
の
紹
介
な

ど
は
で
き
る
と
思
う
。
今
回
の
取
り
組
み
が
、
地

域
づ
く
り
の
応
援
と
の
側
面
も
あ
る
の
で
、
そ
れ

ら
の
支
援
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
様
々
な
選
択

肢
の
中
で
研
究
し
て
い
く
。

■
飯
田
市
の
病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

屋
外
広
告
物
の
禁
止
地
域
に
お
け
る
指
定
避
難

所
等
へ
の
誘
導
の
た
め
の
電
柱
看
板
の
設
置
は

飯
田
下
伊
那
診
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム

（
イ
ズ
ム
リ
ン
ク
）の
今
後
の
取
り
組
み
は

18
歳
に
選
挙
権
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
選
挙
の

投
票
結
果
か
ら
得
た
も
の
は

生
物
多
様
性
保
全
は
飯
田
市
の
環
境
政
策
の

中
で
ど
う
展
開
さ
れ
て
い
る
か

奨
学
金
制
度
を
充
実
し
、見
直
す
考
え
は

子
ど
も
貧
困
対
策
と
し
て「
信
州
子
ど
も
食
堂

in
飯
田
」へ
の
市
の
取
り
組
み
は

空
き
家
対
策
の
補
助
制
度
は

「
飯
田
市
働
く
人
白
書
」作
成
の
考
え
は

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性
は

吉
川　

秋
利　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う

　
　

に
認
識
し
て
い
る
か
。

シ
ビッ
ク
プ
ラ
イ
ド
は
、市
民
が「
わ
が
ま
ち
」に

対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
持
つ
と
い
う
こ
と
。

飯
田
市
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
行
く
。
言
い
換
え
る
と
、
飯
田

市
を
内
外
に
売
り
出
し
て
い
く
、
そ
し
て
、
多
く
の

人
に
飯
田
市
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
ま
た
来
た
く
な
る

よ
う
な
お
も
て
な
し
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
飯
田
の
魅
力
に
気
づ
い
て

も
ら
い
、
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
。
メ
デ
ィ
ア
の
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

■
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

福
沢　

清　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　

今
後
、
市
独
自
で
幅
広
く
調
査
を
行
い
「
飯

　
　

田
市
働
く
人
白
書
」
の
作
成
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　

市
と
し
て
、
統
計
的
な
数
値
や
調
査
結
果
を

　
　

整
理
し
て
ま
と
め
、
市
民
の
方
に
分
か
る
状

況
に
す
る
こ
と
は
大
事
か
と
思
う
。
長
野
労
働
白

書
は
承
知
し
て
い
る
が
、
飯
田
下
伊
那
は
一
つ
の

経
済
圏
で
あ
り
、
統
計
数
値
に
つ
い
て
も
、
飯
田

市
だ
け
を
抜
き
出
す
の
は
難
し
い
。
そ
れ
が
飯
田

市
の
白
書
と
い
え
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
飯

田
下
伊
那
の
労
働
者
の
実
態
に
つ
い
て
整
理
す
る

こ
と
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
第
二
期
飯
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
つ
い
て

熊
谷　

泰
人　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

管
理
不
全
の
空
き
家
に
対
し
て
、
解
体
費
用

　
　

や
管
理
費
用
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　
　

解
体
は
、
空
き
家
所
有
者
の
責
任
で
行
う
べ
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木
下　

容
子　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

友
好
都
市
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル
・
メ
ジ
ェ
ー
ル

　
　

市
の
「
飯
田
通
り
」
答
礼
の
計
画
は
。

　
　

昨
年
、
木
下
克
志
議
長
か
ら
、
答
礼
の
必
要

　
　

性
を
提
案
い
た
だ
い
た
後
、
市
民
の
皆
様
か

ら
人
形
劇
や
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
に
関
連
す
る
道
路

や
公
共
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
提
案
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
２
年
後
の
世
界
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
成
功
に
導
く
た
め
、
年
内
に
庁
内
組
織

を
発
足
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ

ル
・
メ
ジ
ェ
ー
ル
市
へ
の
答
礼
に
つ
い
て
も
、
２

０
１
８
年
に
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

■
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

湊　
　

猛　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

飯
田
ら
し
い
上
質
な
子
育
て
と
し
て
、
自
然

　
　

保
育
、
自
然
体
験
、
食
農
体
験
の
研
究
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　

現
在
公
立
保
育
園
に
お
い
て
、「
地
域
密
着
型

　
　

の
自
然
体
験
保
育
」
を
ど
う
磨
き
上
げ
る
か

研
究
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
県
の
「
信

州
や
ま
ほ
い
く（
信
州
型
自
然
保
育
）」
の
認
定
取

得
を
公
立
全
園
で
目
指
し
て
い
る
。
取
得
を
き
っ

か
け
に
情
報
発
信
を
強
化
し
、
移
住
促
進
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
自
然
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

は
、
中
山
間
地
域
の
皆
さ
ん
の
知
恵
を
借
り
進
め

た
い
。

■
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
に
つ
い
て

原　

和
世　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　

会
員
が
減
少
し
、
役
員
も
高
齢
化
し
今
後
運

　
　

営
に
支
障
を
来
す
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

市
は
、
障
害
者
手
帳
交
付
時
に
入
会
案
内
を

　
　

行
う
。
組
織
加
入
に
よ
り
余
暇
活
動
や
外
出

が
進
み
、
組
織
の
活
性
化
に
も
な
る
の
で
、
事
業

費
に
対
す
る
活
動
支
援
を
行
う
。
現
在
も
市
全
体

で
は
千
人
の
会
員
が
い
る
。
こ
れ
ま
で
60
年
に
わ

た
り
組
織
を
支
え
て
き
た
組
織
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
力
は
財
産
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
継

続
で
き
る
こ
と
が
福
祉
の
向
上
に
必
要
で
あ
る
。

課
題
に
つ
い
て
、
助
言
や
研
究
を
社
会
福
祉
協
議

会
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
。

■
飯
田
市
歴
史
研
究
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

村
松　

ま
り
子　
議
員
（
公
明
党
）

　
　

交
通
の
不
便
な
地
域
に
住
む
高
齢
者
等
の
移

　
　

動
手
段
と
し
て
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
環

境
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
。
市
が
目
指
す
公
共
交

通
の
あ
る
べ
き
姿
、
交
通
政
策
の
取
り
組
み
は
。

　
　

地
域
公
共
交
通
は
、
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
捉

　
　

え
、
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
、
地
域
公
共
交
通

空
白
地
帯
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
山
間

地
の
利
用
者
状
況
を
踏
ま
え
た
地
域
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
の
補
助
金

減
額
、
交
通
事
業
者
の
経
営
環
境
の
変
化
、
地
域

公
共
交
通
改
善
市
民
会
議
で
の
議
論
等
も
踏
ま
え

つ
つ
、地
域
社
会
の
骨
格
と
し
て
の
地
域
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
、安
定
的
な
運
営
に
取
り
組
む
。

■
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
つ
い
て　

ほ
か

　　

小
倉　

高
広　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

飯
田
市
の
差
押
え
率
（
滞
納
世
帯
数
に
対
す

　
　

る
差
押
え
件
数
）
が
、
全
国
及
び
県
下
の
市

町
村
と
比
較
し
て
異
常
に
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

国
保
税
の
差
押
え
件
数
は
、
税
負
担
の
公
平

　
　

性
の
観
点
か
ら
法
令
に
基
づ
き
、
適
正
か
つ

的
確
な
滞
納
整
理
事
務
を
行
っ
た
結
果
と
考
え
る
。

件
数
が
多
い
要
因
と
し
て
は
、
市
の
滞
納
整
理
の

方
針
が
、
滞
納
額
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
滞
納
者

が
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
前
の
適
切
な
時
期
に
差

押
え
等
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
同
一

年
度
内
に
１
滞
納
世
帯
に
複
数
の
差
押
え
が
執
行

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
、

差
押
え
件
数
が
多
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

■
学
童
保
育
に
つ
い
て

永
井　

一
英　
議
員
（
公
明
党
）

　
　

ま
ち
づ
く
り
は
、
20
地
区
の
特
徴
を
生
か
し

　
　

て
き
た
が
、
元
気
な
地
域
と
元
気
が
失
わ
れ

そ
う
な
地
域
が
出
て
き
た
。
行
政
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
乗
り
越
え
る
か
。

　
　

現
状
に
対
し
て
は
、
地
域
自
治
組
織
の
取
り

　
　

組
み
状
況
を
踏
ま
え
、
①
事
業
内
容
や
組
織

体
制
、
支
援
内
容
の
改
善
を
考
え
る
こ
と
。
②
活

動
費
の
助
成
を
す
る
だ
け
で
な
く
新
た
な
人
的
支

援
を
考
え
る
こ
と
。
③
職
員
自
ら
が
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
す
る
こ
と
。
以

上
３
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
成
功
体

験
が
必
要
で
、
地
域
課
題
が
解
決
で
き
て
い
く
手

応
え
を
感
じ
て
も
ら
う
、
そ
の
た
め
の
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
市
の
役
割
だ
と
考
え
る
。

森
本　

政
人　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

長
い
工
事
期
間
に
お
け
る
市
民
生
活
を
守
る

　
　

た
め
、
工
事
車
両
へ
の
対
策
は
。

　
　

工
事
関
係
車
両
は
多
岐
に
わ
た
り
、
具
体
的

　
　

な
道
路
対
策
や
、
沿
線
住
民
の
生
活
環
境
へ

の
影
響
に
対
す
る
対
応
は
、
具
体
的
な
ル
ー
ト
が

協
議
さ
れ
る
段
階
に
な
っ
て
か
ら
と
な
る
。
建
設

発
生
土
の
運
搬
を
含
め
、
車
両
の
通
行
時
間
等
の

項
目
に
関
し
、
地
元
と
Ｊ
Ｒ
東
海
が
文
書
を
交
わ

し
て
協
議
が
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

■
乗
換
新
駅
の
設
置
に
つ
い
て

後
藤　

荘
一　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
に
対
す
る
市
長
の

　
　

考
え
は
。

　
　

今
回
の
改
革
は
、
今
ま
で
以
上
に
農
地
活
用
、

　
　

保
全
を
重
点
的
に
行
い
、
農
業
の
持
続
的
発

展
と
農
業
振
興
を
目
指
す
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

新
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
活
動
が
で

き
る
よ
う
体
制
整
備
を
進
め
、
国
か
ら
移
譲
さ
れ

た
農
地
法
の
許
可
権
限
を
的
確
に
運
用
し
、
耕
作

放
棄
地
の
抑
制
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
農
地
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
、
農
業
者
の

活
躍
の
場
を
設
け
、
飯
田
市
の
農
業
振
興
に
つ
な

げ
た
い
。

山
崎　

昌
伸　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

こ
の
本
が
、
飯
田
市
、
あ
る
い
は
飯
田
市
民

　
　

の
皆
さ
ん
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
。

　
　

若
い
皆
さ
ん
方
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で

　
　

こ
の
地
域
を
よ
り
良
く
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

は
、
き
っ
と
将
来
に
わ
た
っ
て
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
と
信
じ
て
い
る
。
若
い
皆
さ
ん
が
こ
の

地
域
に
入
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
全
国
の
地
域
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
、
そ
う
し
た
こ
と
は
、
必

ず
こ
の
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

清
水　

勇　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

遊
歩
道
整
備
に
よ
る
人
の
流
れ
、
温
泉
交
流

　
　

館
へ
の
集
客
を
ど
う
進
め
る
か
。
ま
た
、
舟
下

り
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
利
用
者
を
誘
導
す
る
考
え
は
。

　
　

天
龍
峡
の
魅
力
は
、
散
策
し
て
多
様
な
植
物

　
　

や
鉄
道
、
川
下
り
船
が
溶
け
込
む
景
観
美
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
遊

歩
道
整
備
で
あ
り
、
遊
歩
道
を
活
か
し
、
交
流
館
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
休
憩
施
設
、
姑
射
橋
周
辺
が

連
携
し
た
コ
ー
ス
を
散
策
し
て
も
ら
う
。
交
流
館

の
温
泉
や
食
事
が
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
施
設
に

し
た
い
。
舟
下
り
２
会
社
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
利
用
者

が
、
続
け
て
天
龍
峡
で
一
日
過
ご
せ
る
取
り
組
み

と
、
交
流
館
が
滞
在
場
所
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

■
農
振
農
用
地
の
除
外
に
つ
い
て

高
齢
者
等
の
移
動
手
段
と
し
て
市
が
目
指
す

公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
は

２
年
後
に
迫
っ
た
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
総
会
開
催

に
向
け
た
取
り
組
み
は

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
た
め
の
取
り
組
み
は

飯
田
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
の
活
性
化

の
た
め
の
支
援
は

国
民
健
康
保
険
税
の
差
押
え
に
つ
い
て

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
に
対
す
る
考
え
は

若
者
を
惹
き
つ
け
る
ま
ち
と
は

リ
ニ
ア
工
事
に
関
わ
る
環
境
負
荷
低
減
の
取

り
組
み
は

牧
野
市
長
の
編
著
書
「
円
卓
の
地
域
主
義
」

に
つ
い
て

天
龍
峡
再
生
事
業
に
つ
い
て



公
会
計
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
関
す
る
市
の
広
報

の
あ
り
方
は

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
地
形
測
量
に
つ
い
て

いいだ市議会だより　　　委員会での審査　総務委員会 ⑥

　
９
月
12
日
及
び
26
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

臨
時
職
員
の
研
修
は

合
葬
式
墳
墓
な
ど
墓
地
事
業
に
関
す
る

環
境
変
化
へ
の
対
応
は

請
願
審
査
の
結
果

自
治
活
動
組
織
加
入
促
進
支
援
事
業
の

執
行
は

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進

基
金
の
目
標
額
は

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

平成28.10. 24

市
政
に
対
す
る
要
望
や
相
談
の
全
体
の

把
握
は

議
案
第
89
号

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
案

　
　

公
会
計
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料
に
つ
い

　
　

て
、当
初
予
算
へ
計
上
し
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　

シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
仕
様
が
示
さ
れ
た

　
　

の
が
本
年
３
月
で
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
当

初
予
算
へ
の
計
上
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
年
度
中

に
デ
ー
タ
整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回

補
正
予
算
に
て
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事

　
　

業
委
託
料
は
、
全
国
的
な
テ
ス
ト
の
経
費
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、テ
ス
ト
の
内
容
は
。

　
　

国
の
補
助
金
を
得
て
行
う
総
合
運
用
テ
ス
ト

　
　

で
、
自
治
体
ご
と
に
、
中
間
サ
ー
バ
ー
と
の

疎
通
確
認
や
、
情
報
の
照
会
提
供
テ
ス
ト
な
ど
を

行
う
。

　
　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
地
形
測
量
経
費
は
、
新
た

　
　

に
必
要
と
な
っ
た
も
の
か
。

　
　

駅
周
辺
の
地
域
の
皆
様
よ
り
、
リ
ニ
ア
関
連

　
　

事
業
の
影
響
が
あ
る
道
路
の
復
元
な
ど
に
つ

い
て
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
と
し
て
道

路
の
付
け
替
え
等
に
関
し
て
測
量
や
設
計
を
進
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
議
案
第
89
号
に
つ
い
て
質
疑
の
後
、
反
対
の
立

場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論　

こ
の
補
正
予
算
の
中
に
は
、
リ
ニ

ア
計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
経
費
が
含
ま
れ
て

い
る
。
リ
ニ
ア
事
業
に
関
し
て
は
住
民
に
大
き

な
不
安
が
あ
り
、
事
業
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、

反
対
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

議
案
第
93
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
　

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
関
す
る
市
民
の
関
心
度

　
　

や
様
々
な
不
安
感
を
見
た
と
き
に
、
こ
の
一

年
間
の
市
の
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

直
接
事
業
に
関
係
す
る
市
民
の
方
と
、
直
接

　
　

は
関
わ
ら
な
い
市
民
の
方
々
と
の
間
に
大
き

な
意
識
の
差
が
あ
る
。
広
報
に
つ
い
て
は
、
直
接

事
業
に
関
係
し
て
い
る
市
民
の
方
々
の
こ
と
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
難
し
い
面
が
あ
る
。
一
般
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
報
道
を
通
じ
て
情
報
が
伝

わ
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
リ
ニ
ア
事
業
全
体
に

つ
い
て
、
市
か
ら
も
っ
と
お
伝
え
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

自
治
活
動
組
織
加
入
促
進
支
援
事
業
の
執
行

　
　

率
が
低
い
理
由
は
何
か
。

　
　

各
地
区
の
創
意
工
夫
に
よ
る
取
り
組
み
の
結

　
　

果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
る
決
算
額
と
な

っ
て
い
る
。
予
算
に
対
し
て
決
算
額
は
低
い
が
、

必
ず
し
も
成
果
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、

と
理
解
し
て
い
る
。

　
　

臨
時
職
員
や
派
遣
職
員
も
、
市
民
か
ら
は
市

　
　

の
職
員
と
見
ら
れ
て
い
る
。
自
覚
を
持
た
せ

る
た
め
の
職
員
研
修
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

27
年
度
か
ら
取
り
入
れ
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、

　
　

正
規
職
員
を
対
象
と
し
て
各
種
の
研
修
を
行

っ
て
い
る
が
、
接
遇
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
は

臨
時
職
員
を
含
め
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進
基
金

　
　

の
最
終
的
な
積
み
立
て
目
標
額
は
あ
る
か
。

　
　

現
在
、
駅
周
辺
整
備
の
基
本
計
画
策
定
に
取

　
　

り
組
ん
で
い
る
。
全
体
事
業
費
は
検
討
中
で

あ
り
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
基
金
の
額
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
が
、
検
討
を
進
め
た
上
で
示
し
て
い

き
た
い
。

　
　

市
政
に
対
す
る
要
望
や
相
談
は
、
担
当
課
に

　
　

寄
せ
ら
れ
る
も
の
と
、
市
長
公
室
に
寄
せ
ら

れ
る
も
の
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
全
体
を
一
括
し

て
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

各
部
課
で
対
応
を
行
い
、
全
て
に
つ
い
て
把

　
　

握
は
し
て
い
な
い
。
担
当
課
で
解
決
し
な
か

っ
た
り
、
市
全
体
で
共
有
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、

市
長
公
室
で
集
約
し
て
い
る
。

■
議
案
第
93
号
に
つ
い
て
質
疑
の
後
、
反
対
の
立

場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
に
つ
い

て
、
市
民
は
大
き
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
不
安
や
悩
み
を
解
決
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
リ
ニ
ア
事
業
推
進
の
た
め
３
億
円
の
基
金

の
積
み
立
て
を
行
う
な
ど
、
リ
ニ
ア
事
業
を
推

進
す
る
経
費
は
、
認
め
ら
れ
な
い
。
反
対
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
認
定

し
ま
し
た
。

議
案
第
98
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
墓
地
事
業
特
別
会
計
認

定
に
つ
い
て

　
　

合
葬
式
墳
墓
の
状
況
は
ど
う
か
、
ま
た
葬
儀

　
　

や
墓
地
に
関
す
る
地
域
の
環
境
は
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
墓
地
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

合
葬
式
墳
墓
の
需
要
は
あ
り
、
御
芳
名
ス
ペ

　
　

ー
ス
増
設
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
墓

地
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
今
後
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

請
願
第
3
号

★
請
願
者　

飯
田
市
職
員
労
働
組
合　

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

福
澤　

克
憲 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
地
方
の
自
立
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か

で
、
財
政
の
充
実
・
強
化
は
不
可
欠
で
あ
る
。
地

方
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
を
廃
止
し
、
本
来
の
形
に
戻
す
こ
と
が
望

ま
し
い
。
地
方
自
治
体
と
し
て
の
趣
旨
に
沿
う
も

の
で
あ
り
、
採
択
。　



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　社会文教委員会⑦

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

既
存
の
福
祉
施
設
等
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
の
進
捗
状
況
は

地
域
支
え
合
い
活
動
推
進
補
助
事
業
へ

の
市
の
関
わ
り
は

日
本
語
学
習
支
援
が
必
要
な
対
象
人
数

と
今
後
の
事
業
見
込
み
は

　
９
月
13
日
及
び
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

請
願
審
査
の
結
果

公
立
保
育
所
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

の
訓
練
状
況
は

通
学
路
の
安
全
対
策
の
整
備
進
捗
状
況
は

生
活
支
援
商
品
券
の
効
果
は

要
支
援
１
認
定
者
減
少
の
要
因
は

川路保育園のＡＥＤ設置の様子

Nｏ.201

議
案
第
89
号

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
案

　
　

事
業
者
が
既
存
施
設
へ
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

　
　

備
を
設
置
す
る
際
の
補
助
金
を
支
出
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

既
存
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ

　
　

ホ
ー
ム
等
は
、
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
た
め
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
が
ほ
と
ん
ど
終

了
し
て
い
る
。
残
り
は
宿
泊
事
業
を
伴
う
施
設
等

で
、
消
防
署
か
ら
の
指
導
が
あ
っ
た
施
設
に
つ
い

て
、
順
次
設
置
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

国
の
委
託
を
受
け
て
、
日
本
語
学
習
指
導
の

　
　

た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
作
成
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、対
象
者
や
今
後
の
事
業
の
見
込
み
は
。

　
　

外
国
籍
の
児
童
及
び
生
徒
は
、
小
中
学
校
あ

　
　

わ
せ
て
157
人
い
て
、
そ
の
内
、
学
習
支
援
が

必
要
な
者
は
日
本
人
を
含
め
て
70
人
い
る
。
来
日

直
後
の
子
ど
も
か
ら
、
あ
る
程
度
会
話
が
で
き
る

子
ど
も
に
対
す
る
日
本
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど

う
構
築
し
て
い
く
か
、
支
援
体
制
等
あ
わ
せ
て
研

究
し
て
い
く
。

議
案
第
93
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
　

27
年
度
は
12
地
区
が
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

　
　

の
更
新
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
意
識
が

高
く
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
ほ
ど
、

逆
に
支
え
合
い
の
取
り
組
み
自
体
に
否
定
的
な
意

見
も
多
く
、
地
域
の
中
で
共
助
の
取
り
組
み
に
葛

藤
が
あ
る
と
聞
く
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
市
は
ど

う
関
わ
る
か
。

　
　

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
重
点
事
業
と
位
置

　
　

づ
け
て
い
る
。
マ
ッ
プ
の
作
成
が
目
的
で
は

な
く
、
地
域
で
の
見
守
り
や
ご
み
出
し
支
援
と
い

っ
た
活
用
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　

生
活
支
援
商
品
券
事
業
に
関
し
、
国
の
交
付

　
　

金
に
よ
る
一
時
的
な
事
業
と
受
け
止
め
て
い

る
が
、
事
業
の
効
果
は
あ
っ
た
か
。
実
際
の
利
用

状
況
は
。

　
　

一
人
当
た
り
３
千
円
で
は
あ
っ
た
が
、
地
域

　
　

の
消
費
喚
起
や
生
活
支
援
の
面
で
は
、
成
果

が
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
91・8
％
の
人

が
使
用
し
、
27
年
度
は
、
他
に
地
域
消
費
喚
起
商

品
券
事
業
や
子
育
て
支
援
商
品
券
事
業
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
99・82
％
、
100
％
の
使
用
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

公
立
保
育
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
用
パ
ッ
ド
・
バ
ッ
テ

　
　

リ
ー
交
換
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
関
連

し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
の
訓
練
状
況
は
。

　
　

年
１
回
、
消
防
署
で
実
施
す
る
講
習
会
に
30

　
　

人
程
度
交
替
で
参
加
し
、
研
修
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
保
育
所
で
行
う
防
災
訓
練
で
行
っ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

　
　

通
学
路
安
全
対
策
事
業
に
関
し
、
道
路
、
歩

　
　

道
、
交
差
点
等
の
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

当
初
計
画
で
は
、
ハ
ー
ド
整
備
を
135
箇
所
、

　
　

ソ
フ
ト
的
な
整
備
を
93
箇
所
と
し
た
が
、
27

年
度
ま
で
に
ハ
ー
ド
整
備
は
109
箇
所
、
ソ
フ
ト
的

な
整
備
は
全
て
が
完
了
し
た
。

議
案
第
96
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　

飯
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画
の
第
６
期
の
初

　
　

年
度
で
は
あ
る
が
、
26
年
度
に
比
べ
、
要
支

援
１
の
認
定
者
数
が
減
と
な
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
要
因
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

要
支
援
１
の
認
定
者
数
減
の
一
因
と
し
て
、

　
　

介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
認
定

す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
認
定
数
が
減
っ
た
こ
と

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

請
願
第
4
号

★
請
願
者　

　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
長
野
県
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

中
山　

千
弘 

氏　

他
１
名

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

請
願
第
5
号

★
請
願
者　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

岡
庭　

英
貴 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」

の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

請
願
第
6
号

★
請
願
者　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

岡
庭　

英
貴 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級

推
進
と
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
願
い
た
い
。

請
願
第
7
号

★
請
願
者　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合　

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

岡
庭　

英
貴 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
及

び
教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い

た
い
。
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訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

⑧平成28.10. 24

桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴

う
サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ
の
あ
り
方
は

滞
納
者
に
対
し
適
正
な
対
応
が
必
要
で
は

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
費
用
の
見

通
し
は

陳
情
審
査
の
結
果

飯
田
の
木
で
家
を
建
て
る
事
業
の
執
行

額
が
伸
び
な
い
理
由
は

　
９
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す

新
規
認
定
農
業
者
数
の
動
向
は

今
後
の
経
営
の
見
通
し
は

起
業
家
コ
ン
ペ
授
賞
後
の
事
業
展
開
は

か
わ
ら
ん
べ
の
講
座
と
人
材
の
育
成

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

議
案
第
86
号

案
件
の
概
要

市
営
住
宅
入
居
者
に
対
す
る
明
渡
し
及
び
滞
納
し

て
い
る
家
賃
等
の
支
払
い
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
。

　
　

滞
納
家
賃
の
月
数
は
３
人
合
計
で
368
カ
月
分

　
　

と
の
こ
と
だ
が
、異
常
に
多
い
月
数
で
あ
る
。

公
平
性
も
踏
ま
え
た
上
で
、市
は
滞
納
者
に
対
し
、

連
帯
保
証
人
な
ど
へ
の
請
求
も
含
め
、
適
正
な
対

応
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
督
促
、
催
告
さ
ら
に

　
　

は
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
催
告
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
納
付
相
談
な
ど
に
お
い
て
生
活
困
窮

者
に
対
し
て
は
福
祉
課
と
も
連
携
し
、
生
活
保
護

の
情
報
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
滞
納
が
長
期

間
に
わ
た
っ
た
原
因
と
し
て
は
、
市
営
住
宅
が
低

所
得
者
を
対
象
と
し
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

側
面
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
裁
判
に
係
る
費
用
対

効
果
の
面
か
ら
慎
重
に
対
応
し
て
き
た
経
過
が
あ

る
と
考
え
る
。
一
方
で
、
今
回
の
該
当
者
に
対
し

て
は
、
再
三
の
催
告
等
に
も
応
じ
な
い
た
め
、
完

納
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を
踏
ま
え
、

訴
え
の
提
起
に
至
っ
た
。

議
案
第
89
号

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
案

　
　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

　
　

今
後
の
維
持
管
理
の
見
通
し
は
。

　
　

軽
微
な
修
繕
は
、
委
託
業
者
で
あ
る
有
限
会

　
　

社
い
い
だ
有
機
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
施
設
は
稼
働
開
始
か
ら
11
年
が
経
過
し
、

今
後
、
維
持
管
理
費
用
の
増
大
も
予
想
さ
れ
る
が
、

可
能
な
限
り
軽
微
な
う
ち
に
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
施
設
全
体
の
維
持
に
つ
い
て

は
市
で
責
任
を
も
っ
て
進
め
て
い
る
。

議
案
第
93
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
　

桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
う
サ

　
　

ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
『
飯
田
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

　
　

針
』
に
基
づ
く
優
先
検
討
施
設
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
熱
源
停
止
に

あ
わ
せ
て
、施
設
の
廃
止
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

庁
内
検
討
を
中
心
に
進
め
て
き
た
。
あ
わ
せ
て
、

熱
源
停
止
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
桐
林
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
後
利
用
検
討
会
議
に
よ
る
利
用
方

針
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
　

予
算
に
対
す
る
執
行
額
が
５
割
強
で
あ
る
が
、

　
　

利
用
が
伸
び
な
い
理
由
を
、
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

　
　

一
昨
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
工

　
　

務
店
側
か
ら
は
木
材
の
安
定
的
供
給
、
品
質

の
確
保
、
低
価
格
を
望
む
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

一
方
、
建
築
主
か
ら
は
、
制
度
を
他
の
建
築
主
に

も
勧
め
た
い
が
、
補
助
金
額
が
少
な
い
と
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
補
助
金
の
対
象
を
拡
大
す
る
な
ど
、
制
度
の

見
直
し
を
行
い
た
い
。

　
　

新
規
認
定
農
業
者
数
は
24
人
で
あ
っ
た
よ
う

　
　

だ
が
、
認
定
農
業
者
は
増
化
傾
向
に
あ
る
か
。

　
　

認
定
農
業
者
は
５
年
間
の
認
定
期
間
が
あ
り
、

　
　

数
字
を
把
握
す
る
時
期
に
よ
っ
て
も
増
減
が

生
じ
る
が
、
こ
こ
４
年
間
で
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の

状
況
で
あ
る
。
認
定
農
業
者
は
、
地
域
農
業
を
担

っ
て
い
た
だ
く
農
業
者
で
あ
る
た
め
、
市
と
し
て

も
、
で
き
る
だ
け
認
定
農
業
者
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
各
種
団
体
を
通
し
て
啓
発
を
進
め
、
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

27
年
度
の
起
業
家
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ

　
　

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
大
賞
受
賞
者
も

い
た
が
、
授
賞
後
の
事
業
展
開
は
ど
う
か
。

　
　

大
賞
１
名
を
含
め
、
受
賞
者
は
３
名
お
り
、

　
　

27
年
度
中
に
、
い
ず
れ
も
実
質
的
な
起
業
に

至
っ
て
お
り
、
定
期
的
に
現
場
を
訪
問
し
て
起
業

後
の
展
開
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
大
賞
授
賞
案

件
に
つ
い
て
は
、
起
業
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
が
起
業
に
要
す
る
費
用
に
使
わ
れ
た

か
の
確
認
も
含
め
て
現
地
確
認
を
し
、
安
定
運
営

に
向
け
伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

か
わ
ら
ん
べ
講
座
は
、
開
催
回
数
や
参
加
者

　
　

数
な
ど
か
ら
成
果
を
上
げ
て
い
る
事
業
と
考

え
る
が
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
地
域
の
人
材
育

成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　
　

講
座
の
運
営
に
は
、
地
元
の
小
学
生
も
ス
タ

　
　

ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。
今
年
の
か
わ

ら
ん
べ
祭
り
で
は
、
そ
う
し
た
方
が
成
人
し
、
地

元
へ
帰
っ
て
き
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
い
た
だ

い
た
例
も
あ
り
、
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

議
案
第
105
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
水
道
事
業
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
　

報
告
の
あ
っ
た
決
算
か
ら
は
、
現
在
の
経
営

　
　

状
況
に
は
問
題
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
今
後

も
年
間
に
供
給
す
る
水
量
の
う
ち
、
収
益
に
つ
な

が
っ
た
水
量
の
割
合
が
下
が
り
続
け
た
り
す
る
と
、

将
来
的
に
経
営
改
善
の
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
見
通
し
て
い
る
か
。

　
　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
に
、

　
　

38
年
度
ま
で
の
20
年
計
画
で
あ
る
「
飯
田
市

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
、
公
表
し
て
い
る
。
今

年
度
、
そ
の
見
直
し
と
併
せ
て
、
水
道
事
業
の
経

営
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
38
年
度
ま
で
の

経
営
見
通
し
を
立
て
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
そ
の

過
程
に
お
い
て
精
査
し
て
い
る
。

陳
情
第
3
号

★
陳
情
者　

み
な
み
信
州
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

田
内　
市
人 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
の
要
旨

　

国
に
対
し
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
徹
底

と
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
実
現
に
向
け
た
農
業

政
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
に
限
ら
ず
、
日
本
の
産
業
に
与

え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
市
民
生
活
に
も
直

結
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
市
民
の
不
安
や
懸
念

は
、
十
分
に
払
拭
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ

の
理
由
の
一
つ
は
情
報
開
示
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
に
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
特
に
影
響
を
強
く

受
け
る
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
政
策
の
抜
本
的

な
見
直
し
や
、
持
続
可
能
な
農
業
政
策
の
確
立
が

必
須
で
あ
る
と
考
え
、
趣
旨
妥
当
で
あ
り
、
採
択
。



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　リニア推進特別委員会・議会報告会

　
９
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
等
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

⑨
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
の
現
状
と
取
り
組

み
に
つ
い
て　

　

①
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
検
討
会
議
に
つ
い
て

　

②
上
郷
北
条
地
区
に
お
け
る
意
向
調
査
に
つ

い
て
、
二
項
目
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

★
主
な
質
疑

　
　

上
郷
北
条
地
区
に
お
け
る
今
回
の
意
向
調
査

　
　

は
、
県
と
合
同
で
は
な
く
、
市
単
独
で
実
施

し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
理
由
は
。

　
　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
関
連
し
、
県
事
業
が

　
　

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
県
は
現
段
階
で
は
、

事
業
の
進
捗
、
説
明
等
の
状
況
か
ら
、
意
向
確
認

の
時
期
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

県
と
の
協
議
に
よ
り
、
県
と
市
、
両
方
の
事
業
に

関
係
す
る
調
査
結
果
は
、
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
　

座
光
寺
地
区
で
の
事
業
関
係
者
へ
の
意
向
調

　
　

査
は
。

　
　

座
光
寺
地
区
の
リ
ニ
ア
本
線
工
事
関
係
者
に

　
　

対
し
て
は
、
地
区
で
意
向
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
に
関
し
て
は
、
市
で
用
地
事
務
を
担
当

す
る
土
地
開
発
公
社
と
と
も
に
整
理
中
で
あ
る
。

上
郷
地
区
と
は
違
っ
た
状
況
も
あ
り
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
対
応
が
望
ま
し
い
か
、
地
元
と
協
議
し

て
い
く
。

　
　

今
後
、
用
地
に
関
す
る
事
務
は
、
ど
の
よ
う

　
　

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
計
画
で
は
、
平
成
30
年
か
ら
用

　
　

地
事
務
の
本
格
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
夏
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
幅
杭
設
置
作

業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
冬
に
実
施
す
る
見
込
み
が

示
さ
れ
、
全
体
と
し
て
遅
れ
が
見
ら
れ
る
状
況
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
連
絡
調
整
を

密
に
し
、
地
元
に
も
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
代
替
地
の
探
し
方

　
　

と
し
て
行
政
の
紹
介
を
希
望
し
て
い
る
方
が

多
い
。
市
は
代
替
地
の
確
保
に
関
し
、
住
民
の
要

望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　

代
替
地
は
行
政
で
責
任
を
持
っ
て
確
保
し
て

　
　

い
く
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
民
間
業
者
の

情
報
も
把
握
し
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
代
替

地
登
録
制
度
で
一
定
数
を
把
握
す
る
が
、
そ
の
件

数
で
対
象
者
に
十
分
対
応
で
き
る
状
況
に
は
な
い

た
め
、
要
望
の
多
い
地
域
に
お
い
て
、
可
能
な
農

地
の
活
用
方
法
な
ど
も
含
め
、
様
々
な
手
法
を
組

み
合
わ
せ
、
対
応
し
て
い
く
。

　
　

同
じ
北
条
地
区
内
や
、
上
郷
地
区
内
に
、
代

　
　

替
地
を
希
望
し
て
い
る
方
が
多
い
。
代
替
地

の
確
保
は
、
事
業
の
進
捗
に
対
し
て
も
影
響
が
大

き
い
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

　
　

現
在
は
、
現
状
の
用
途
地
域
や
、
い
わ
ゆ
る

　
　

白
地
地
域
の
中
に
、
代
替
地
と
し
て
ど
の
様

な
適
地
が
あ
る
か
調
査
を
進
め
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
、
開
発
地
に
隣
接
し
た
農
振
農
用
地
に
つ
い
て

は
、
土
地
利
用
計
画
の
面
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
考

え
方
を
し
て
い
く
か
全
庁
的
に
整
理
し
、
地
域
へ

投
げ
か
け
た
い
。

　
　

土
地
利
用
の
総
合
的
見
直
し
に
は
、
一
定
の

　
　

期
間
も
要
す
る
た
め
、
早
急
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

今
回
の
関
係
者
へ
の
調
査
結
果
、
地
元
の
意

　
　

向
、
市
と
し
て
の
方
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
年

度
内
に
地
元
も
含
め
、
見
直
し
の
具
体
的
な
協
議

に
入
る
予
定
で
あ
る
。
見
直
し
完
了
の
時
期
は
不

確
定
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
幅
杭
設
置
作
業
の
進

捗
な
ど
に
よ
り
、
用
地
関
係
者
の
確
定
が
進
め
ば
、

個
別
具
体
的
な
協
議
が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
、
代
替
地
登
録
制
度
へ
は
ど
の
程
度
の

　
　

登
録
が
あ
る
か
、
ま
た
、
公
表
す
る
時
期
を

い
つ
頃
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　

９
月
６
日
現
在
、
事
業
用
用
地
と
し
て
57
件
、

　
　

住
宅
用
用
地
と
し
て
20
件
の
登
録
が
あ
る
。

現
在
、
必
要
な
代
替
地
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
も
含
め
検
討
中
で
あ
り
、
こ
の
代
替

地
の
情
報
と
あ
わ
せ
て
関
係
者
に
公
表
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
委
員
側
か
ら
は
住

　
　

民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
市
の
姿
勢
を
求

め
る
も
の
の
、
市
側
か
ら
は
、
計
画
調
整
段
階
で

あ
り
、
手
順
を
踏
む
必
要
も
あ
る
こ
と
は
理
解
で

き
る
が
、
住
民
の
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
な
回

答
に
至
っ
て
い
な
い
面
が
あ
る
。
一
方
、
現
在
市

で
は
、
次
期
総
合
計
画
や
環
境
プ
ラ
ン
な
ど
の
策

定
中
で
あ
り
、
当
然
、
都
市
計
画
に
関
し
て
も
、

あ
る
程
度
の
方
向
性
が
立
っ
て
い
る
と
も
考
え
る
。

市
民
に
も
、こ
こ
１
年
余
り
、
リ
ニ
ア
事
業
に
関
し
、

具
体
的
な
進
捗
状
況
が
見
え
な
い
と
の
声
も
あ
る
。

そ
の
中
で
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
と
、

今
の
課
題
は
何
で
、
何
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、

あ
わ
せ
て
、
今
後
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
検
討

　
　

を
進
め
て
い
る
か
は
、
検
討
プ
ロ
セ
ス
も
含

め
、
今
後
地
元
に
対
し
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

Nｏ.201

　

今
回
は
竜
東
、
遠
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
報
告
会
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
西
部
、
中
部
、
北
部
、

飯
田
５
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
の
様
子
は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

議
会
報
告
会

竜東ブロック　全体会

遠山ブロック　全体会

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



⑩いいだ市議会だより　　　行政評価・提言

市長への提言の様子

平成28.10. 24

議会による行政評価・提言議会による行政評価・提言議会による行政評価・提言
　市が実施した平成27年度の施策と事務事業について、７月20
日の常任委員会の場など、７月から９月にかけて行政評価を行
いました。42の施策及び57の事務事業について執行機関から説
明を受け、42全ての施策及び19の事務事業について評価を行い
ました。
　評価の結果に基づき、９月26日に市長に提言を行いました。
　事務事業の提言の中から主な事業を紹介します。
■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。
　http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

・災害時の住民支援システム構築を進められたい。
・防災行政無線のデジタル化の準備を進められたい。
・上位成果指標は、「緊急情報が市民に素早く正確に伝わる割合」を検討願い
たい（事務事業：災害情報等提供システム整備事業を含む）。

・事務事業名は、事業内容が分かるものを検討願いたい。
・現状把握を進められたい。
・職員体制の強化を検討願いたい。
・空き屋の解消に向けた制度について、さらに検討願いたい。
・リニア時代に向け、シティプロモーション事業は極めて重要な事業と考える。
　実施体制や事務事業の組み立て方を含めて検討し、重点を置いて取り組まれ
たい。
・広聴事業については、市民に身近な対応となるよう努められたい。
・現状把握や今後の方向性など、さらに研究を深めたいため、事務事業の方向
性については現時点では保留とする。　
・市が大規模改修とする施設改修と、市民ニーズや競技団体のニーズにズレが
あると思われる。公共施設マネジメントの検討のなかで、統廃合も視野に入
れながら、施設のレベルアップを図られたい。
・一方で、多くの市民がスポーツに親しめるよう、現在あるものは存続してい
くよう改修し、維持されたい。

・地域包括支援センターの拡充に努められたい。

・認定農業者の担い手の育成と、新規認定農業者を増やす取り組みを積極的に
進めること。情報の提供、共有化を図り農地の集約化を推進されたい。
・意欲ある販売農家、認定農家の意向をしっかり聞き取り、課題解決のために
一層努力し、中間管理機構をより有効に機能されたい。
・近年国が進めているインバウンド重視の方向やリニア中央新幹線・三遠南信
自動車道の開通を見据えたとき、今からの海外誘客促進の取り組みは重要だ
と認識する。しかし、現状としては市民の認識は低い。市民の理解を得るこ
とに努力しながら、何を売るのかのアピールポイントの絞り込みから始めて、
県だけに頼るのではなく飯田市独自の取り組みを行うこと。
・海外からのサイクリングツアー、小・中学生の受入れ先の地区住民に対する
理解を得る取り組みから始めて、受入れ体制の整備に取り組むこと。
・「建設・改良から維持管理へ」の基本方針を前提としつつも、リニア中央新
幹線・三遠南信自動車道の関連道路整備等に伴い幹線道路整備のニーズは更
に高まっている。要望に対する市民への説明とともに、必要な予算は計画的
に確保されたい。

災害対策事業

総合的な空き家
　対策事業　

広報広聴事業
（旧広報発行事業）

情報推進技術活
用教育推進事業

社会体育施設大
規模改修事業

地域包括支援セ
ンター運営事業

農地流動化促進
　 事 　 業 　

海外誘客促進
　 事 　 業 　

幹線道路改良
　 事 　 業 　

拡大

やり方
改善

拡大

－

やり方
改善

拡大

現状
維持

やり方
改善

拡大

委員会名 事務事業名 方向性 事務事業に対する議会の提言

総
務
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

＊方向性の説明　「拡大」：事業規模の拡大を求め、予算規模の増を明確に意図するもの。「縮小」：事業規模の縮小を求め、
予算規模の減を明確に意図するもの。「やり方改善」：事業効果の向上となる手法や事業遂行にあたり現状とは違うアプロー
チからの手法を提言し、予算規模の増減については言い及ばないもの。「現状維持」、「廃止」は、表記のとおり。



いいだ市議会だより　　　管外視察　政務調査報告⑪

常任委員会で管外視察を行いました

■実施日　　７月26日～7月29日
■調査事項等
・「ことば」を生かしたまちづくりについて （愛媛県松山市）
・地域貢献型旅行（ソーシャルツアー）について
　　NPO法人佐田岬ツーリズム協会 （愛媛県伊方町）
・田染荘小崎の農業景観の活用について
　　荘園の里推進委員会 （大分県豊後高田市）

■実施日　　７月27日～７月30日
■調査事項等
・ I C T教育について （愛知県一宮市）
・北海道新幹線部分開業における新幹線の利用実態、新函館
　　北斗駅からのアクセスや開業効果について （北海道函館市）
・新函館北斗駅の周辺整備状況について （北海道北斗市）
・市民の寄付による奨学金制度について （栃木県宇都宮市）

■実施日　　６月20日～６月22日
■調査事項等
・スポーツ合宿の取り組みについて (北海道網走市）
・障害者就労支援事業の取り組みについて
　　社会福祉法人　川東の里 （北海道北見市）
・釧路湿原及び街のガイドと会の活動について　
　　釧路観光ガイドの会 （北海道釧路市）

■実施日　　７月27日～7月29日
■調査事項等
・地域新エネルギービジョンと環境の取り組みについて
　 （北海道富良野市）
・地域資源を活用した特産品開発について （北海道深川市）
・子ども未来館あいぽーと及び地域の拠点を目指した
　　図書館運営について （北海道石狩市）

■実施日　　7月29日～８月１日
■調査事項等
・バイオマス発電の取り組みについて （岡山県真庭市）
・第58回自治体学校への参加について （兵庫県神戸市）

　政務活動費を活用し、28年４月から９月までに実
施した各会派の調査研究の概要を掲載します。
　９月26日には、政務調査研究報告会を第２委員会
室で行いました。
■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。
　http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

政務調査研究報告会政務調査研究報告会

Nｏ.201

鹿沼市での視察の様子

上越市での視察の様子

松江市での視察の様子

◆総務委員会　６月28日・29日　
調査項目
①総合的な空き家対策について　 （群馬県高崎市）
②バイオガス発電について （栃木県鹿沼市）
③公共施設マネジメントの取り組みについて 　（栃木県日光市）
④シティプロモーションの取り組みについて （栃木県日光市）

◆社会文教委員会　６月30日・７月１日
調査項目
①地域包括ケアシステムの取り組みについて （新潟県長岡市）
②釜蓋遺跡公園の取り組みについて （新潟県上越市）
③保育園園庭芝生化事業・幼稚園園庭芝生化事業について（松本市）

◆産業建設委員会　７月５日～７日
調査項目
①「創造的過疎」のまちづくりについて （鳥取県日南町）
　・農林業従事者の育成・確保について
　・産官学連携による取り組みについて
②公益財団法人ふるさと島根定住財団の取り組みについて（島根県松江市）
③大山恵みの里公社の取り組みについて （鳥取県大山町）
④株式会社吉田ふるさと村の取り組みについて （島根県雲南市）



～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～

　第３回定例会の重要課題である、27年度決算審査等を行い認定し

ました。これに先立ち、第２回定例会以降、議会として、施策や事務事

業について行政は適切な運用をしているかとの観点から行政評価を

行いました。これにより踏み込んだ決算審査を行い、次年度予算編成

に生かされるよう定例会閉会日に市長に提言をしました。

 定例会が閉会しますと、３日後から議会報告会が、市内６会場で開催

され、多くの皆さんに参加をいただきました。

 議会だよりは、今回201号ということで、大きな通過点を越えました。

300号に向けて皆さんと共に歩んでいきます。

飯
田
市
議
会
で
は
年
４
回
（
３
月
･
６
月
・
９

月
・
12
月
）定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

  

定
例
会
の
流
れ

■次回定例会に向けた議会への請願・陳情の締め切
　りは11月24（木）午後５時です。
■議会事務局に提出ください。

議会の動き（次回定例会の予定）編集後記

議会カレンダー
平成28年第４回定例会のお知らせ

平成28年
11月29日(火) 開会日・本会議
12月７日(水) 本会議（代表質問）
８日(木) 本会議
９日(金) 本会議（一般質問）
12日(月) 総務委員会
13日(火) 社会文教委員会
14日(水) 産業建設委員会
15日(木) 委員会　予備日
16日(金) リニア推進特別委員会
20日(火) 閉会日・本会議

　本会議、委員会とも個人、団体で自由に

傍聴いただけます。ぜひ傍聴にお越しくだ

さい。

　事前予約は要りませんが、団体等大勢で

の傍聴の際は事前に議会事務局に連絡をお

願いします。

広報広聴委員会
　委員長　村松まり子　　副委員長　福沢　　清
　委　員　竹村　圭史　　木下　德康　　熊谷　泰人
　　　　　森本　政人　　小倉　高広　　吉川　秋利

⑫

議会中継を
しています

本会議の模様は飯田ケーブルテレビの地上デジタル12ch（結チャンネル）及び714chで中継して
います。また、一般質問の模様をユーストリーム（インターネットによるオンライン動画配信サービス）
で中継しています。ぜひご覧ください。http://www.city.iida.lg.jp/

「飯田産の地酒及び果実飲料で乾杯する条例」を議決
　この条例は、飯田市で製造され又は飯田市で採れた果実を使っ

て製造される酒類及び果実飲料で乾杯することを通して、農産物

の地産地消を推進し、地域を愛する心を醸成する機会とすること

を目的としています。

　条例の制定により、市及び市議会では飯田産の地酒及び果実飲

料で乾杯するよう普及に取り組んでいきます。

　飯田産の地酒等の製造や販売、提供する店舗など事業者の皆さ

んには、市民の皆さんが飯田産の地酒等による乾杯ができるよう

にご協力をお願いします。

　また、市民の皆さんにも、地域や職場、サークルなどいろいろ

な場面で飲食する機会があると思いますが、ぜひ飯田産の地酒等

で乾杯していただくようご協力をお願いします。

　なお、この条例では、個人のし好に配慮して、「飯田産の地酒

等に対する個人のし好及び飲酒に対する個人の意思を尊重するよ

う配慮する」ことも定めています。

　この条例の制定をきっかけに、多くの市民の皆さんが、自分が

住むこの地域に関心を持ち、地産地消による地域振興につながる

こと、さらに自分の住むこの飯田市に誇りと愛着を持つことを願

っています。

北方寿サロンの皆さんが傍聴に訪れました。
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